
１１日(月) 始園式…進級児のみで行います。 

１２日(火) 入園式…新入児と保護者で行います。(在園児休み・預かりなし) 

１３日(水) 参観日(年長) 

１４日(木) 参観日(年中) 

１５日(金) 参観日(年少) 

１８日(月) 給食開始 

２２日(金) 歓迎会 

２８日(木) 誕生日会 

２９日(金) 昭和の日 

 

✿ 今年度の誕生日会は園児と教職員で行います。 

✿ 4 月 1１日(月)より通常の預かり保育開始。新入児は 1３日(水)より

開始。(午前保育の場合、お弁当・水筒が必要です。) 

✿ 体操服の申込用紙をお渡しします。注文はいつでもできます。 

✿ 4 月の園庭開放は、２１日・２２日・２８日です。(2：30～4：30） 

✿ 毎週月曜日はプレイルームのお迎えが重なり、西駐車場が混雑しま

すので、園庭で遊ぶことなくすみやかに降園をお願いします。 

（曜日は変更になることもありますのでご了承ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❤寒い時は、上着などで調節をしてください。

(危険防止の為、フードのないもの) 

 

❤名札(左胸)・ワッペン(右肩下)・カラー帽子

に目印のワッペンを付ける場合は、小さめ

(３㎝角内)のものを帽子内側の名前横につ

けてください。(年少・年中組のみ) 

 

❤持ち物には全て記名をお願いします。消え

かかっている物、譲ってもらった物は、必

ず名前を書き直しておきましょう。 

 

❤入園のしおりに時々目を通しましょう。 

【今月の目標】 
 

◎園生活に慣れ、元気に遊ぶ。 
 

4月の行事予定 

≪５月の行事予定≫ 

令和４年度 

  

６日(金) クラス写真撮影 ／  １２日(木) 遠足(年長) 

１９日(木) 遠足(年中)   ／ ３１日(火) 誕生日会 

２６日(木) 親子遠足(年少)《雨天２７日》  
 

ご入園・ご進級おめでとうございます。 
新しい友達を迎え、喜びや期待、そして不安でいっぱいの新年

度がスタートしました。園では、一人一人の気持ちを大切に受け

とめ、あたたかく見守りながら、「幼稚園って楽しいな」と安心

して過ごせる場所にしていきたいと思います。 
 

済美幼稚園 

お知らせ 
 

♣ 月末に翌月の園だよりを配布します。よく読み１か月は保管してくだ

さい。園だよりは、済美幼稚園のホームページでもご覧になれます。 

♣ 欠席届は早めに連絡してください。(黄・青・緑コースは 7 時４５分

頃に、赤・紫・ピンクコースは 8 時２０分までに必ず連絡してくだ

さい。)緊急以外は電話口に出た者に要件を伝えてください。 

♣ 保育料等銀行振替日は、原則として毎月 5 日です。 

(4 月は１８日、5 月は 1６日です。) 

♣ 4 月１５日(金)までは午前保育で降園します。安全管理のため、 

１８日(月)まで保育中の戸外遊びはお休みです。 

♣ 徒歩通園者は 8時 30 分から 9 時 30 分までに登園してください。 

  お迎えは、午前保育日…１１時４０分頃に。(１２時を過ぎると預かりです。) 

     弁当・給食日…１４時３０分頃に。(１５時を過ぎると預かりです。) 

徒歩通園者はいちご組テラス側に保護者が責任を持って迎えに来てく

ださい。徒歩、バス、預かり保育の送迎時は、必ず保護者用の名札を

つけてください。 

♣ 保護者のお迎えができない場合は委任された旨、園にご一報くだ 

さい。 

 

❤ タオル２枚・雑巾２枚ティシュペーパー

１箱・ビニール袋(25×35 ㎝)１束を、

記名したスーパーの袋等に入れてお持ち

ください。 

 

❤ 年長組は乾布摩擦を始めます。日本手ぬ

ぐいを毎日洗濯して袋か容器に入れて持

たせてください。 

 

❤ 鍵盤ハーモニカを、４月１８日(月)に持

たせてください。 

年中・年長組へ 

幼稚園の 3年間 

 
 歳を取れば取るほど月日の経つのが早くなって

いくように感じます。しかし、子どもの頃を思い出

してみると、もっと充実した時間がゆっくりと流

れていたように思います。 

多くの子どもたちが 3 年間幼稚園で過ごします

が、この間の成長は、心身ともに目を見張るものが

あり、とても濃い 3 年間です。 

また、この 3 年間は、6 歳の子どもにしてみれ

ば、これまで生きてきた年月の半分に当たります。

大人の 10 年、20 年にもなります。 

もちろんこれから何十年も生きていくのですか

ら、相対的に幼稚園期の占める割合は小さくなっ

ていきます。しかし、この幼児期の 3 年間をどう

過ごさせるのか、それは私たち大人の責任です。 

今年度もコロナ感染予防のため、制限のある活

動が続きますが、園児にとってかけがえのない時

間、何ができるかを考えながら子どもたちを育て

ていきたいと思います。 

 

園長 緒方 義彦 

 

 


